








主任審査員氏名  早稲田大学教授 椎名乾平     博士（文学）（早稲田大学） 
審査員氏名  早稲田大学教授   坂爪一幸     博士（医学）（浜松医科大学） 
審査員氏名  愛知淑徳大学教授  高橋伸子     Ph.D     (ベルン大学) 





















































































































合において形成される輪郭線の検討において採用されてきた方法（e.g. Guttman & 
Kellman、2004）の援用であり、空間的統合と時間空間的統合による輪郭線の空間的
特性を比較するために用いられた（Unuma、Hasegawa、& Kellman、 2010）。実
験Ⅲa（第１節）ではアイコニックメモリーの時間範囲における時間−空間的定位が検
討され、実験Ⅲb（第２節）では、時間範囲を拡大して視覚短期記憶の範囲における
検討がおこなわれている。その結果は、アイコニックメモリーの時間範囲では空間的
精度の高い輪郭表象が形成され、一方視覚短期記憶の範囲では輪郭の空間的精度の低
下が示された。これは、これまで検討されてこなかった時間空間的統合による知覚的
表象の空間的定位の精度を明らかにし、さらに時間的推移にともなってその精度が低
下するのを示した点で意義がある。また、２次元的な空間的統合と比較可能な形で検
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証がおこなわれているので、従来の空間的統合を中心とする対象認識の理論を、時間
空間的統合理論が時間空間領域に拡張するのを可能にしたと言えよう。 
２．６ 第４章では、本理論の第三の仮定である知覚的統合の問題が３つ実験（鵜沼、 
1993）をもとに議論されている。実験では、迷路探索課題を用いることで形成される
知覚表象の統合的性質が検討されており、その結果、表象形成における迷路の構造的
要因の効果（第２節、実験Ⅳa）、視覚的枠組みと対象の表象の統合（第３節、実験Ⅳ
b）、さらに表象形成における視覚情報と筋運動感覚の統合（第４節、実験Ⅳc）が検
証されている。これらの結果は、いずれも視覚短期記憶における時間空間的統合の過
程を知覚的統合という観点から分析したもので、この時間範囲において時間空間的統
合が２次元的な空間的統合と共通性をもつと同時に、異なる処理特性をもつことを具
体的に示している。時間空間的統合においても視覚的対象の構造的要因が統合を促進
することは空間的統合と類似するが、一方で視覚的枠組みと対象の統合は、対象の構
造的な要因による統合とは別個に進行することが指摘されている。さらに、視覚情報
と筋運動感覚の統合が時間空間的統合においても成立することは、時間空間的統合過
程が視覚情報にとどまらず、より広範な知覚的統合をもふくむことを示唆している。 
２．７ 第５章は、第２章から第４章までの実験的検証の結果をふまえて、時間空間
的統合理論を評価し、その意義を明らかにしたものである。特に本理論が探索的事態
の情報統合について、時間的推移にともなう統合の様相の変化を説明すること（知覚
的持続）、表象の空間的定位を具体的に予測すること（時間−空間的定位）、そして異
なる情報間の統合をも理論的に考慮できること（知覚的統合）、という３点が評価さ
れている（第１節）。また、この理論は従来の認知科学的な対象認識理論（e.g. Marr、 
1982）に時間的次元上の探索行動を組み入れた点で意義をもつとされる。この理論は
同時に、探索される対象の構造的要因が表象形成に関与すると考える点で、ゲシュタ
ルト理論を時間空間領域に拡張するものと位置づけられる。さらに、本理論は認識の
個体発生の過程や先天盲の開眼後における探索的な認識活動の解明に寄与すること
が指摘され、心理学的、教育学的意義をもつとされる（第２節）。最後に今後に残さ
れた問題として、対象の運動をふくむ日常的な事態における情報の統合と、対象自体
の要素的部分の役割の問題が指摘される（第３節）。これらは、いずれも時間空間的
統合理論が今後発展する方向を示しており、同理論の可能性を示唆するものである。 
